
３月１日（火），春の陽気が感じる穏やかな天候の中，本校総合学
科の第２１回卒業証書授与式を挙行しました。

新型コロナウイルス感染対策を講じて，保護者や来賓等の入場を制限した中での実施とな
りましたが，無事に７８名の卒業生が学び舎を巣立つことができました。
卒業生を代表して，前生徒会長が答辞を述べましたが，その中で「新型コロナウイルス

によりあらゆる教育活動が制限され，特に修学旅行に行けなかったことが悔やまれるが，そ
の分，最後の体育祭や桜が丘祭では，３年生が団結力を発揮し，思い出に残る一年となり，
本吉響高校を卒業できたことを誇りに思います」と語ってくれました。そして，最後には，
これまで支えてくれた家族や先生方への感謝の言葉が述べられ，心温まる卒業式となりました。
今後はそれぞれの進路に向かって人生を歩むことになりますが，響生としての誇りと

自信を胸に活躍してくれることと思います。

令和４年３月１８日

第１１８号



２月４日から６日まで第７４回宮城県高等学校美術展
が宮城県美術館・県民ギャラリーにて開催されました。
県内の７０数校から，平面・空間展示作品３９３点，ポ
スター９８点が出品・展示されました。
本校から４名が出品し，審査選考の結果，優秀賞に

２名，優秀ポスター賞に１名が受賞しました。
また，優秀賞に受賞した２年遠藤実咲さんの作品が，

来年度開催される第２９回宮城県高等学校総合文化祭
代表作品として選出されました。更に２年鈴木真優さ
んの作品が，来年度開催される全国高等学校総合文
化祭「とうきょう総文2022」に出品することが決定しま
した。

①『No electricity No life』２年 鈴木真優 優秀賞(全国総文祭出場)
②『崩れた均衡』 ２年 遠藤実咲 優秀賞(県総文祭代表)
③優秀ポスター賞作品 ２年 木村 綾

今年度の卒業生を対象とし
し「意識調査」を実施しました。
結果については，一部抜粋し

たものを掲載しますが，今後，調査結果を検証しつつ，ＰＤＣＡサイクル
により，今後の学校運営等に生かしていきたいと思います。ほとんどの生徒

が「中学３年生」に

本校への入学を決

めていますが，約

１０％の生徒は中

学入学前に決めて

います。

約９０％の生徒

が満足して卒業し

ましたが「不満」と

回答した生徒はコ

ロナ禍で修学旅行

等が中止になった

ことが理由です。

多くの生徒が文化祭や体育祭が３年間の思い出として残っているようで

す。今後も部活や特別活動の充実を図り，魅力ある学校作りを目指します。

本校への志望理由については，「総合学科に魅力を感じた」が圧倒的に

多く，次に「就職や進学に有利と感じた」の回答が続きました。

２月１０日（木），２年次で総合的な探究の時間を使
って進路講話を実施しました。
４月から進学，就職する３年次生６名が講師として，こ
れまでの進路活動での苦労話や心構え等についてアド
バイスを送りました。特に試験対策や面接でのエピソ
ードについても触れて体験談を話してくれました。
対面形式ではなく画面越しでの講話でしたが，２年

次生の中には熱心にメモを取る姿も見られ，進路に対
する意識の高揚を図ることができました。
今学期も残り約１ヶ月となりましたが，先輩の話を聞

き，今後の進路決定や進路活動に活かしていきます。

本校では，平成２８年度より，「介護職員初任者研修」
修了認定へ向けて福祉の授業を展開しています。
今年度も１６名の生徒が無事に１３０時間の課程を修

了し，認定試験を合格したことで，校長先生より修了
証が手渡されました。卒業後は，それぞれの進路に
分かれますか，介護の基礎的な知識やスキルを学ん

だことは，今後の人生において
生かされることと思います。

２月３日（木），令和３年度気仙沼・本吉地区生徒会
サミットに参加しました。
残念ながら，新型コロナウイルス感染拡大防止によ

りオンライン開催となりましたが，本校からは３名が参
加し，他校との情報交換を実施しました。
特に「アフターコロナの生徒会活動について」をテ

ーマにして，各校の生徒会行事の開催状況や「コロ
ナ後にどのような生徒会活動をしていくべきか」につ
いて話し合うことができ，有意義なサミットになりまし
た。

校訓 響生・知性・至誠
〒 988-0341

宮城県気仙沼市本吉町津谷桜子2-24
℡0226-42-2627 Fax0226-42-2628


